
「コロナ社会を生き抜く行動指針」にかかる新旧対照表                １／５ 

新 旧 

 

 

 

 

コロナ社会を生き抜く行動指針 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 ５月１５日 策定 

（令和２年 ６月 ２日 変更） 

（令和２年 ７月１０日 変更） 

（令和２年 ８月 １日 変更） 

（令和２年 ９月 １日 変更） 

（令和２年 ９月１９日 変更） 

（令和２年１１月２５日 変更） 

（令和３年 １月 ９日 変更） 

 

岐阜県新型コロナウイルス感染症対策本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ社会を生き抜く行動指針 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 ５月１５日 策定 

（令和２年 ６月 ２日 変更） 

（令和２年 ７月１０日 変更） 

（令和２年 ８月 １日 変更） 

（令和２年 ９月 １日 変更） 

（令和２年 ９月１９日 変更） 

（令和２年１１月２５日 変更） 

（令和３年 １月  日 変更） 

 

岐阜県新型コロナウイルス感染症対策本部 
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新 旧 

はじめに 

 

 略 

 

目次 

 

１～２ 略 

 

３ 県の催事施設 

共通する事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １５ 

（１） 屋内の催事施設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １６ 

（２） 屋外の催事施設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １６ 

（３） 歌唱・演奏・演劇等のステージイベント・・・・・・・・・  １７ 

 

１ 県民の皆さん 

 

 略 

 

２ 事業所・店舗 

 

 略 

 

３ 県の催事施設 

 

略 

 

はじめに 

 

 略 

 

目次 

 

１～２ 略 

 

３ 県の催事施設 

共通する事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １５ 

（１） 屋内の催事施設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １６ 

（２） 屋外の催事施設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １７ 

（３） 歌唱・演奏・演劇等のステージイベント・・・・・・・・・  １７ 

 

１ 県民の皆さん 

 

 略 

 

２ 事業所・店舗 

 

 略 

 

３ 県の催事施設 

 

略 
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新 旧 

※共通する事項 

 

・ （略） 

 

・ イベントの規模要件（人数・収容率等）は以下のとおりとする（１イベント 

あたり。時間をずらす等の工夫は可能）。詳細は、令和３年１月７日付け「緊 

急事態宣言に伴う催物の開催制限、施設の使用制限等に係る留意事項等につ 

いて」を準拠する。                         

 

内 容 

人数上限 5,000 人、かつ収容率 50％以下 

 

 

 

 

 

 

 

※共通する事項 

 

・ （略） 

 

・ イベントの規模要件（人数・収容率等）は以下のとおりとする（１イベント 

あたり。時間をずらす等の工夫は可能）。詳細は、令和２年１１月１２日付内 

閣官房事務連絡「来年２月末までの催物の開催制限、イベント等における感 

染拡大防止ガイドライン遵守徹底に向けた取組強化等について」に則る。 

 

 収容率 人数上限 

屋内 50％以内 5,000 人 

屋外 十分な間隔（できれば２ｍ） 5,000 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業種別ガイドラインの見直しを前提

に、マスク着用率 100％など必要な感

染防止対策（※1）が担保される場合、

以下の要件へ緩和可。 

業種別ガイドラインの見直しを前提

に、マスク着用率 100％など必要な感

染防止対策（※1）が担保される場合、

以下の要件へ緩和可。 



「コロナ社会を生き抜く行動指針」にかかる新旧対照表                ４／５ 

新 旧 

 

 

※1 必要な感染防止対策：①消毒の徹底、②マスク着用の担保、③参加者及び 

出演者の制限、④参加者の把握、⑤大声を出さないことの担保、⑥密集の 

回避、⑦演者・観客間の接触・飛沫感染リスクの排除、⑧催物前後の行動 

管理（令和 2年 9月 11 日付内閣官房事務連絡「11月末までの催物の開催 

制限等について」別紙 3より） 

 

 収容率 人数上限 

イベン

トの 

類型 

大声での歓声・声援

等がないことを 

前提としうるもの 

（例） 

・クラシック音楽コンサー

ト、演劇等、舞踊、伝統芸能、

芸能・演芸、公演・式典、展示

会 等 

・飲食を伴うが発声がないも

の（※2） 

大声での歓声・声

援 等 が 想 定 さ れ

るもの 

（例：ロック、ポップコンサ

ート、スポーツイベント、

公営競技、公演、ライブハ

ウス・ナイトクラブでのイ

ベント等） 

① 収容人数 10,000 人

超 

⇒ 収容人数の 50％ 

 

② 収容人数 10,000 人

以下 

⇒ 5,000 人 

 

（注）収容率と人数

上限でどちらか小さ

いほうを限度（両方

の条件を満たす必

要）。 

100％以内 

〔席がない場合は適切な

間隔（最低限人と人とが

接触しない程度の間隔）〕 

50％（※3） 

以内 

 

〔席がない場合は

十分な間隔（１

ｍ）〕 

 

 

※1 必要な感染防止対策：①消毒の徹底、②マスク着用の担保、③参加者及び 

出演者の制限、④参加者の把握、⑤大声を出さないことの担保、⑥密集の 

回避、⑦演者・観客間の接触・飛沫感染リスクの排除、⑧催物前後の行動 

管理（令和 2年 9月 11 日付内閣官房事務連絡「11月末までの催物の開催 

制限等について」別紙 3より） 

 収容率 人数上限 

イベン

トの 

類型 

大声での歓声・声援

等がないことを 

前提としうるもの 

（例） 

・クラシック音楽コンサー

ト、演劇等、舞踊、伝統芸能、

芸能・演芸、公演・式典、展示

会 等 

・飲食を伴うが発声がないも

の（※2） 

大声での歓声・声

援 等 が 想 定 さ れ

るもの 

（例：ロック、ポップコンサ

ート、スポーツイベント、

公営競技、公演、ライブハ

ウス・ナイトクラブでのイ

ベント等） 

③ 収容人数 10,000 人

超 

⇒ 収容人数の 50％ 

 

④ 収容人数 10,000 人

以下 

⇒ 5,000 人 

 

（注）収容率と人数

上限でどちらか小さ

いほうを限度（両方

の条件を満たす必

要）。 

100％以内 

〔席がない場合は適切な

間隔（最低限人と人とが

接触しない程度の間隔）〕 

50％（※3） 

以内 

 

〔席がない場合は

十分な間隔（１

ｍ）〕 
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新 旧 

 

 これまで、１１「イベント中の食事を伴う催物」は、大声での歓声・声援等が 

    想定されるものと扱ってきたが、イベント中の発声がないことを前提とし、 

今後、必要な感染防止策が担保される場合に限り、「大声での歓声・声援等 

がないことを前提としうるもの」と同様に取り扱うことを可とする。 

※3 異なるグループ間では座席を１席空け、同一グループ（5人以内に限る。） 

内では座席間隔を設けなくともよい。すなわち、収容率は 50％を超える場 

合がある。 

 

（１）～（３） 略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2 これまで、「イベント中の食事を伴う催物」は、大声での歓声・声援等が 

   想定されるものと扱ってきたが、イベント中の発声がないことを前提とし、 

今後、必要な感染防止策が担保される場合に限り、「大声での歓声・声援等 

がないことを前提としうるもの」と同様に取り扱うことを可とする。 

※3 異なるグループ間では座席を１席空け、同一グループ（5人以内に限る。） 

内では座席間隔を設けなくともよい。すなわち、収容率は 50％を超える場 

合がある。 

 

（１）～（３） 略 

 

 


